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被災時のドローン活用へ
９月３日（日）　古川小学校

楽天の大型ドローン見学会

一生懸命に走る児童

宮川町民大運動会が行われました
９月９日（土）　宮川小学校

児童と地域住民が心一つに

　宮川小学校のグラウンドで、宮川町民大運動会が行われ
ました。宮川町では、同小の運動会と町民運動会が同時に
行われています。
　この日は、同小の児童15人をはじめ、地域住民や宮川町出
身者など約150人が参加しました。
　小学校の運動会では、リレーや綱取り、応援披露などの競
技が行われ、結果は同点優勝でした。
　町民運動会では、町民らが赤白に分かれて障害物リレーや
玉入れなどが行われ、結果は白団が優勝しました。
　また、この日は古川中学校吹奏楽部が開会式に参加し、入
場行進などの演奏を行いました。

楽天（株）のドローン「天空」

　古川小学校で楽天(株)のドローン飛行見学会が行われ、多
くの親子らが空高く飛行し荷物を運搬するドローンを見学し
ました。この飛行見学会は、昨年11月に連携協定を締結した
同社との連携協定事業の一環で、被災時のドローン活用の物
資輸送試験として市の防災訓練と併せて行われました。
　この日は、同社所有の大型ドローン「天空（てんくう）」を
使用しました。このドローンは、離陸から飛行、帰還までオー
トパイロットで行われる最先端のもので、今回は水やカンパ
ン、非常食が詰められた箱の輸送試験を行いました。

縄文土器づくりに挑戦
９月８日（金）　増島保育園

昔の人の暮らしにふれる

職員に習いながら土器作りに挑戦する園児

　地域の遺跡からわかった縄文時代の暮らしを学び、昔の人
の知恵を知り、ふるさとの歴史に興味を持ってもらおうと、
増島保育園の年長児51人が縄文土器づくりに挑戦しまし
た。
　文化振興課の三好学芸員らに習いながら、園児らは、粘土
で底になる円盤を作ってから、ヒモ状にした粘土を円盤の周
囲に沿って重ね、つなぎ目を消すなどし、土器を作りました。
その後、縄や貝殻などで思い思いの模様をつけ、自分だけの
土器を完成させました。完成した土器は、乾燥させた後野焼
きし、園児に手渡されます。

薪能　藤橋が行われました
９月９日（土）　史跡江馬氏館跡公園

幻想的なステージと雅楽の詩が観客を魅了

　藤橋会と古川謡曲連合は、江馬氏館跡庭園国名勝指定祝
賀記念講演として、飛騨能「藤橋」を江馬氏館跡の特設ス
テージで行いました。
　第一部では、小謡、連吟、仕舞、素謡などが行われました。
辺りが薄暗くなったところでかがり火が灯され、続く第二部
では狂言「梟山伏（ふくろうやまぶし）」や神岡町に古くから
伝わる謡曲「藤橋」を能に仕上げた演目が行われました。か
がり火が灯る幻想的なステージには幽玄な世界が広がり、訪
れた市民らから盛んな拍手が送られました。
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■
決
算
の
概
況

　
平
成
28
年
度
は
、
都
竹
市
長
就
任

後
、
最
初
の
予
算
編
成
と
な
り
、
当
初

予
算
は
義
務
的
経
費
や
継
続
的
事
業

を
中
心
と
し
た「
骨
格
予
算
」、6
月
補

正
予
算
で
政
策
的
経
費
や
新
規
事
業

を
反
映
し
た
「
肉
付
け
予
算
」
を
編
成

し
ま
し
た
。

　
新
市
政
で
は「
融
和
と
対
話
」「
交
流

と
連
携
」「
挑
戦
と
前
進
」の
3
つ
の
姿

勢
を
理
念
に「
元
気
で
あ
ん
き
な
、
誇

り
の
も
て
る
ふ
る
さ
と
飛
騨
市
」の
実

現
を
目
指
し
た
予
算
執
行
に
努
め
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
1
8
9

億
9
千
9
1
2
万
円
、歳
出
1
7
8
億

2
千
7
9
8
万
円
と
な
り
、実
質
収
支

は
10
億
9
千
２
２
９
万
円
と
な
り
、7

年
連
続
で
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
全
体
で
は
、実
質
収
支
は

1
億
6
千
2
6
5
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

　
企
業
会
計
の
営
業
活
動
を
示
す
収

益
的
収
支
は
、
水
道
事
業
が
1
億

1
3
4
万
円
の
黒
字
、病
院
事
業
が
9

千
6
6
5
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し

た
。

　
市
債
現
在
高
（
借
金
）
は
3
1
5
億

6
千
83
万
円（
対
前
年
比
△
24
億
円
）、

基
金
現
在
高
（
貯
金
）
は
1
5
2
億
4

千
8
0
3
万
円（
対
前
年
比
＋
3
億
1

千
8
8
2
万
円
）と
な
り
、
将
来
を
見

据
え
た
堅
実
な
財
政
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、財
政
の
健
全
性
を
示
す
財
政

健
全
化
判
断
比
率
は
、全
て
の
項
目
で

国
の
定
め
る
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
お
り
、良
好
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
会
計
歳
入
の
状
況

　
市
税
は
、税
制
改
正
に
よ
り
平
成
28

年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
引

き
上
げ
、ま
た
大
規
模
償
却
資
産
の
固

定
資
産
税
が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、

0.1
億
円
増
の
34
億
6
千
3
6
8
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
大
半
を
占
め
る
地
方
交
付

税
の
う
ち
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は

市
町
村
合
併
に
か
か
る
特
例
措
置
が

段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、3

億
4
千
7
8
8
万
円
減
の
70
億
2
千

1
1
1
万
円
。特
別
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
豪
雪
に
よ
る
除
雪
経
費
の
増
加
に

よ
り
0.4
億
円
増
の
8
億
4
千
13
万
円

で
し
た
。

　
県
支
出
金
は
、建
設
事
業
や
災
害
復

旧
事
業
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、1
億
円

減
の
11
億
8
千
9
4
1
万
円
。

　
市
債
は
、合
併
特
例
事
業
債
や
災
害

復
旧
事
業
の
減
少
に
よ
り
、8.4
億
円
減

の
11
億
9
千
9
2
6
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
繰
入
金
・
繰
越
金
は
、福
祉
事
業
基

金
へ
の
積
み
替
え
の
た
め
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
入
な
ど
に
よ
り
、2.5
億

円
増
の
18
億
5
千
8
4
8
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る

特
産
品
返
戻
制
度
の
充
実
や
映
画
ロ

ケ
地
の
報
道
に
よ
る
知
名
度
向
上
に

よ
り
、が
ん
ば
れ
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
が
1.8
億
円
増
の
3
億
6
8
2
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け

た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
と

と
も
に
、将
来
に
わ
た
り
健
全
財
政
を

維
持
し
、「
元
気
で
、
あ
ん
き
な
、
誇
り

の
持
て
る
　
ふ
る
さ
と
飛
騨
市
」の
実

現
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

■
一
般
会
計
歳
出
の
状
況

　▼
目
的
別
歳
出

　
総
務
費
は
、
前
年
度
一
時
的
に
増
加

し
た
統
合
第
三
セ
ク
タ
ー
㈱
飛
騨
ゆ

い
へ
の
出
資
金
や
財
政
調
整
基
金
へ
の

積
み
立
て
分
が
減
少
し
、7.2
億
円
減
の

22
億
7
千
5
6
7
万
円
。

　
教
育
費
は
、神
岡
図
書
館
移
転
整
備

事
業
の
完
了
等
に
よ
り
、1.7
億
円
減
の

10
億
3
千
1
0
7
万
円
。

　
商
工
費
は
、
池
ヶ
原
湿
原
遊
歩
道
整

備
事
業
、古
川
町
市
街
地
観
光
サ
イ
ン

整
備
事
業
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、1.3
億

円
増
の
11
億
2
千
2
5
2
万
円
。

　
消
防
費
は
、
消
防
器
具
庫
新
築
事

業
、
消
防
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
事
業

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、0.6
億
円
増
の
7

億
2
千
3
6
3
万
円
。

　▼
性
質
別
歳
出

　
普
通
建
設
事
業
費
は
、
飛
騨
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
復
旧
工
事
で
増
と

な
る
一
方
、
宮
川
振
興
事
務
所
、
神
岡

振
興
事
務
所
整
備
事
業
の
完
了
に
伴

い
減
と
な
り
、
全
体
で
3.7
億
円
減
の
24

億
3
3
0
万
円
。

　
災
害
復
旧
事
業
費
は
平
成
28
年
8

月
豪
雨
災
害
復
旧
を
行
っ
た
も
の
の
、

前
年
度
よ
り
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
2.5
億
円
減
の
2
億
4
千

7
8
5
万
円
。

　
補
助
費
等
は
入
園
・
入
学
祝
い
金

や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
充
実
、新

規
就
農
者
確
保
を
目
的
と
し
た
給
付

金
の
交
付
な
ど
に
よ
り
、0.3
億
円
増
の

14
億
7
千
5
7
0
万
円
。

　
ま
た
、
維
持
補
修
費
は
、
短
期
集
中

型
の
豪
雪
に
よ
り
市
道
除
雪
費
が
増

加
し
、3.5
億
円
増
の
5
億
9
千
7
5
3

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

地方譲与税など

* 表・グラフは表示単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

計

10億9,229万円

1億6,265万円

△2億1,291万円

国庫支出金

使用料・手数料

市税
繰入金・繰越金

県支出金

一般会計

特別会計

企業会計

189億9,912万円

84億4,851万円

23億4,973万円

178億2,798万円

82億7,115万円

25億6,264万円
* 企業会計には「実質収支」という考え方がないため、歳入歳出差引額を記載しています。

地方交付税 78億6,124万円
11億9,926万円
12億4,750万円
11億8,941万円

6億3,341万円
34億6,368万円
18億5,848万円

7億6,379万円
2億6,252万円
2億1,221万円

3億762万円
189億9,912万円

41.4%
6.3%
6.6%
6.3%
3.3%

18.2%
9.8%
4.0%
1.4%
1.1%
1.6%

100.0%

△ 3.8%
△ 41.3%
△ 16.0%

△ 7.8%
△ 14.8%

0.3%
15.6%
35.5%

0.5%
3.3%

119.2%
△ 4.9%

市債

歳　入　款　名 決　算　額 構成比 対前年比

会計区分 歳入決算額 歳出決算額 実質収支

寄付金

諸収入など

分担金・負担金

【用語の説明】
地方交付税…………
市債…………………
国庫・県支出金……
地方譲与税など……
市税…………………
繰入金・繰越金……
諸収入など…………

行政サービス水準確保のため国から交付されるお金
公共事業等の財源として国などから借り入れたお金
特定の事業に対して国や県から交付されるお金
国税などから一定の基準により地方に配分されるお金
市民税や固定資産税など市に納める税金
基金の取り崩し、前年度から繰り越したお金
財産の売払や貸付、その他の収入

２

平成28年度 飛騨市決算報告
　飛騨市の平成28年度決算が９月市議会において認定
されました。
　市民の皆さんから納められた市税や国・県からの支
出金をどのくらい収入し、どのように使われているか、市
の財政状況についてお知らせします。

● 一般会計歳入の内訳

地方交付税
41.4%

市債
6.3%

国庫支出金
6.6%

県支出金
6.3%

地方譲与税など
3.3%

市税
18.2%

繰入金・
　繰越金
9.8%

使用料・手数料
1.4%

分担金・負担金 1.1%
寄付金1.6%

依存財源
63.9%

自主財源
36.1%

歳入総額 189 億9,912 万円
〔市民一人当たり76万円〕

諸収入など
4.0%
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飛騨の魅力を満喫しよう
９月15日（金）　古川町　円光寺

今年は35プログラムを実施

　飛騨の魅力を満喫できる体験プログラム「飛騨みんなの
博覧会（通称：飛騨みんぱく）」のオープニングセレモニーが
古川町の円光寺で行われました。
　会場では、プログラムの主催者が集まり申し込み等につい
て勉強した後、都竹市長の「飛騨みんなの博覧会の成功に向
けて頑張ろう！」のかけ声とともに予約開始に向け、気持ちを
引き締めました。
　今回体験できるのは、35プログラム。事前申込が必要で、
公式ウェブサイトや電話でのお申し込みができます。

秋の高原を駆け抜ける
９月10日（日）　神岡町山之村

第19回山の村だいこんマラソン

通電式で小水力による発電がスタートしました

主催者らで成功に向けて気持ちを高めました

きつねの嫁入り情緒豊かに
９月23日（土）　古川町

約21,000人の観客を魅了

　飛騨古川きつね火まつりが古川町のまつり広場をメイン会
場に行われました。たいまつの灯りにきつねたちが浮かび上
がる幻想的な雰囲気が市街地一帯を包み込み、県内外から
訪れた約21,000人の観客を魅了しました。
　夜にはきつねに扮した花婿と花嫁を乗せた花車など約65
人が瀬戸川など市街地を練り歩き、沿道には嫁入り行列を
一目見ようと、多くの観客が詰めかけました。
　行列がメイン会場に到着すると、「婚礼の儀」や和傘によ
る可憐な「花の舞」、「蛇闘楽」が行われ、おとぎ話の世界が
よみがえりました。

スタートの様子

　標高約1,000㍍の山之村高原を走る「第19回山の村だい
こんマラソン大会」が開かれ、さわやかな晴天の下、全国か
ら1,485人のランナーが参加しました。地元特産のダイコン
とホウレンソウが参加者に贈られるユニークな大会は、今年
で19回目を迎えました。
　大会は、天空の牧場山之村を発着点に、３㌔、５㌔、10㌔、
ハーフの４コースで行われました。スペシャルゲストの為末大
さんも参加し、それぞれ記録に挑戦したり、家族で風景や自
然を満喫しながら走るなど、さわやかな汗を流していまし
た。

小水力発電で地域活性化へ
９月13日（水）　古川町数河

再生可能エネルギーの活用広がる

　ＪＡひだ・数河清流発電所の竣工式が行われ、同ＪＡや数河
地区の住民、行政関係者など約40人が参加しました。
　この発電所は、同ＪＡと地元組織である(株)数河未来開発の
両者による協働事業体で運営され、小水力を利用した再生可
能エネルギーで発電が行われます。売電収益は両者に按分さ
れ、ＪＡでは各事業に、数河地区では土地改良の維持や地域の
活力創造など幅広く活用されます。
　この日は、神事に続いて通電式、記念碑の除幕式が行われま
した。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます


